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木屋平地域危険箇所点検が行われま
した。かけがえのない生命と財産を
災害から守るため、美馬市消防団木
屋平方面隊をはじめ、関係機関の職
員や地元の自主防災会長など８人が
参加しました。木屋平地域の災害の
おそれがある区域８か所について現
状を確認し、災害の予兆を知ること
で今後の防災対策に活かされます。

穴吹地区地域の安全を守る会が穴吹
川周辺で、水難事故に対する注意を
呼びかけながら、川遊びの注意事項
を書いたチラシを100 枚配りました。
このキャンペーンには守る会の会員ほ
か、美馬署員も参加しました。新開
紀文会長は「安全に気を付けて互い
に助け合いながら川を楽しんでほし
い」と話しました。

市役所北館１階ロビーで、岸田内閣総理大臣
からの「生きづらさを抱える人、再出発を図
ろうとする人を受け入れることのできる、包括
的な社会の実現を目指し、犯罪や非行の防
止と立ち直り支援に取り組んでまいります」と
のメッセージが、保護司会の森会長から加美
市長に伝達されました。

7月３日 内閣総理大臣メッセージ伝達式

７月21日 美馬地区決起大会
地域交流センターミライズで、249名の参加
者のもと、盛大に開催されました。式典後は
スポーツクラブ美馬「２代目おもちゃ箱」に
よる「ポカポカホテル」「サライ」などの影絵
公演がありました。

７月は「社会を明るくする運動」の強調月間として、全ての国民が犯罪や非行の防止と、あやまちを犯した人の立ち直り
について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くため、
全国的な運動が展開されます。美馬市でも美馬地区保護司会や更生保護女性会などの参加のもと、次の行事が行われ
ました。

第73回   社会を明るくする運動   ～ 犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ～

木屋平地域危険箇所点検実施
～いつ起こるかわからない災害に備える～ 「穴吹地区 地域の安全を守る会」が

水難事故防止キャンペーンを実施

8月4日 ７月29日

100歳おめでとうございます

令和５年８月に次の方が100歳を迎
え、県と市から祝い状等が贈られま
した。おめでとうございます。

泉本 マサヱさん
（大正 12年 8月10日生、中山路東）

長利　司郎さん
（大正 12年 8月15日生、庄）

吉田　住子さん
（大正 12年 8月30日生、西鎌倉）

農業委員を任命しました
問 農業委員会事務局　☎５２－８０３０

藤本尚人
（職務代理者）

河野耕八郎
（会長）

天毎木孝利

逢坂利人

谷富廣 黒川邦晴 竹田勝一 佐藤貞男

美馬英二

尾方隆子 河野弘彦 䕃山勝利 原田政憲 大久保孝雄

村上一好 藤岡由信 安達英雄 長浦勝幸 小田一夫

７月20日に、次のとおり農業委員19人が任命されまし
た。（掲載写真について順不同、敬称略）
また、８月１日に行われた農業委員会臨時総会で、会
長に河野耕八郎氏、会長職務代理者に藤本尚人氏が
選出されました。
委員の任期は、令和８年７月19日までです。農地の売買
等の許認可、農地転用の意見決定、転用違反等の是
正指導、農地利用の集積、耕作放棄地の防止といった
業務を担います。



ふれあい･いきいきサロンのご予約↓
美馬市社会福祉協議会☎53－7432

木屋平ラクバス受付センター☎55－6550
受付時間：午前９時～午後３時 30分
（土日祝、年末年始 12/29~1/3を除く）

「ペットボトルの資源循環水平リサイクルに関する協定」を締結７
24/

地域レポート

大塚製薬（株）と四国合同通運（株）および豊田通商（株）と「ペットボ

トルの資源循環水平リサイクルに関する協定」を締結しました。この協定に

より、ペットボトルの資源循環水平リサイクル（ボトル to ボトル）を安定的

に行い、廃棄物の減量および資源の有効利用を推進

し、持続可能な循環型社会の実現をめざします。

とくしま藍の日を記念した催し、「MIMA Indigo Day」イベントを地域交流
センターミライズやうだつの町並み等で今年も開催しました。
江原中学校吹奏楽部の晴れやかな演奏がオープニングを飾った今回のイベ
ントではミライズにおける藍染作品の展示や藍作写真のパネル展、ワーク
ショップ、食藍料理教室などを通じて藍文化を体感していただきました。また、
市民ホールでは藍色を身に付けたパフォーマー達の「あいを届ける真夏の
パフォーマンス」が熱気を帯び、藍マルシェでは藍染めの雑貨等を販売す
る店やかき氷・スイーツなど食藍を使ったフード店も並び、来場者で賑わ
いました。
うだつの町並みでは、地元高校生のボランティア「うだつあげ隊」が作成や
飾りつけに携わった藍のミニフラッグや風鈴が町並みを彩ったほか、クイズ
ラリーを実施し、正解者には市内外の協力店舗等からの豪華なプレゼント
が贈呈されました。市内各所の複数の店舗では藍色の製品を身に付けた利
用者に様々な特典が振る舞われました。
今年も多くの市民の皆様や事業者・団体の方々のご協力のもとでイベントが
開催され、あいでつながることができました。

ペットボトルを捨てるときは、ボトルの中をよく洗って水をきり、フタやラベルを
外して、かるくつぶしてください。分別ルール徹底へのご協力をお願いします。

　

凜
と
澄
ん
だ
森
の
空
気

の
中
、自
然
の
音
に
包
ま
れ
、

四
季
の
風
に
吹
か
れ
る

日
々
。季
節
ご
と
に
変
わ
っ

て
い
く
花
々
を
感
じ
、繋
が

り
合
う
人
々
に
か
こ
ま
れ
、

大
自
然
と
共
に
時
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
あ
た
た
か
い
皆
様

の
お
か
げ
で
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今

後
も
皆
様
に
多
く
の
幸
せ
を

感
じ
て
頂
け
る
よ
う
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　

木
屋
平
の
存
在
や
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
、木

屋
平
の
特
色
あ
る
素
晴
ら
し
い

製
品
を
販
売
店
等
へ
P
R
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、木
屋
平
の
事
業
者
の
販
路
拡

大
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。現
在
、道

の
駅
藍
ラ
ン
ド
う
だ
つ
、道
の
駅

み
ま
の
里
、道
の
駅
貞
光
ゆ
う
ゆ

う
館
、
ブ
ル
ー
ヴ
ィ
ラ
あ
な
ぶ

き
、う
だ
つ
の
町
並
み
に
あ
る
レ

ト
ロ
ピ
カ
ル
に
も
木
屋
平
の
製
品

が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

五
三
竹
杖
を
ご
購
入
さ
れ
た

お
客
様
か
ら
は
、天
然
素
材
を
利

用
し
無
骨
で
か
っ
こ
い
い
と
の
お

声
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。お
客

様
の
お
声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、

地
域
資
源
を
使
用
し
た
製
品
を

企
画
、P
R
し
、今
後
も
さ
ら
に

販
路
を
拡
大
し
て
皆
様
の
お
手

元
に
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
化
率
は
高
く
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
笑
顔
で
い

て
欲
し
い
想
い
か
ら
始
め
た
ア

ロ
マ
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
。

ふ
れ
あ
い
･
い
き
い
き
サ
ロ
ン

等
を
訪
問
し
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

電
話
１
本
の
事
前
予
約
で
、

ご
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
木
屋

平
ラ
ク
バ
ス
。地
区
住
民
の
皆

様
の
身
近
な
交
通
手
段
と
し

て
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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法村 海結菜ちゃん
のり  むら　  み    ゆ　 な

お誕生日おめでとう♡
いっぱい笑って元気にす
くすく育ってね♡♡

脇町

9/12

川西 大道ちゃん
かわ にし　　だ　 い

お誕生日おめでとう☆こ
れからも素敵な笑顔たく
さん見せてね。

脇町

9/6

締め切り日 9月 20日（水）必着です。

申し込み方法 応募フォーム・郵送・Eメール等で下記の必要事項を記入し写真を添えて

お申し込みください。　※持込可

□赤ちゃんの写真  □氏名（ふりがな）□生年月日  □住所  □保護者の氏名

□電話番号  □30字以内のコメント

応募フォーム

令和4年  10月生まれの赤ちゃん大募集！

MIMA Indigo Day７
23/

このコーナーでは市内に在住する、

発行月に満1歳の誕生日を迎える

赤ちゃんの写真を掲載します。

森崎 柚菜ちゃん
もり  ざき　　ゆ 　な

お誕生日おめでとう！こ
れからも元気いっぱいに
育ってね！

脇町

9/19

ご
さ
ん
ち
く
づ
え
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浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
、１
年
に
１
回
、浄
化
槽
の
水
質

に
関
す
る
検
査（
法
定
検
査
）を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄
化
槽

法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、業
者
の
方

に
お
願
い
し
て
い
る
浄
化
槽
の
保
守

点
検
・
清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

次
の
期
間
に
、徳
島
県
知
事
指
定

検
査
機
関
で
あ
る（
公
社
）徳
島
県

環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
対
象
施

設
に
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間

　
９
月
26
日
〜
10
月
３
日

▼
対
象
地
域　

美
馬
市
全
域

　

公
益
社
団
法
人

　

徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８
―
６
３
６
―
１
２
３
４

　

浄
化
槽
な
ん
で
も
相
談
窓
ロ

　
☎
０
８
８
―
６
３
６
―
１
１
７
７

　
「
下
水
道
の
日
」は
、１
９
６
１
年

（
昭
和
36
年
）、著
し
く
遅
れ
て
い
た

下
水
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、下
水

道
を
全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
活

動
と
し
て「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。そ

の
後
、旧
下
水
道
法
制
定
１
０
０
年

目
を
迎
え
た
平
成
13
年
に
、現
在
の

「
下
水
道
の
日
」に
名
称
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

【
下
水
道
へ
早
期
接
続
を
】

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
受
益
者

は
、遅
滞
な
く
排
水
設
備
を
設
置
し

下
水
道
設
備
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。現
在
、単
独
処
理
浄

化
槽
、合
併
処
理
浄
化
槽
を
使
用

し
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
の
場
合
は
、下
水
道

が
整
備
さ
れ
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
、水
洗
便

所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
下
水
道
法
）

下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
区
域
で
ま
だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

環
境
下
水
道
課

　
☎
52
―
８
０
２
０

　

自
殺
を
図
る
人
の
多
く
は
、何
ら

か
の
こ
こ
ろ
と
体
の
不
調
や
病
気

（
う
つ
病
な
ど
）を
抱
え
、周
囲
に
サ

イ
ン
を
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
体

が
し
ん
ど
い
」な
ど
、あ
な
た
や
あ
な

た
の
ま
わ
り
の
人
で
、あ
て
は
ま
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
？
も
し
か
す
る
と
、

そ
れ
は
こ
こ
ろ
と
体
が
サ
イ
ン
を
出

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

お
知
ら
せ

９
月
10
日
〜
９
月
16
日
は

「
自
殺
予
防
週
間
」で
す

　

こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
て
何
か
問
題
を
感
じ
た
り
身
近

な
人
に
気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
の

心
の
不
調
が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、

精
神
科
や
専
門
機
関
な
ど
に
相
談

し
て
み
て
下
さ
い
。

【
心
の
健
康
相
談
に
つ
い
て
】

※
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

精
神
科
医
、保
健
師
に
よ
る
相
談

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。ご
家
族

が
相
談
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。自
宅
へ
訪
問
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
の
で
、ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
】

※
要
予
約

毎
月
第
１・３
水
曜
日

（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

　

美
馬
保
健
所（
健
康
増
進
担
当
）

　
☎
52
―
１
０
１
８

　
　
53
―
９
４
４
６

浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

「
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　
　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

❶
最
近
、眠
れ
て
ま
す
か
？

❷
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
あ
り

ま
す
か
？

❸
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と

が
、今
は
お
っ
く
う
に
感
じ
た
り

し
ま
せ
ん
か
？

❹
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感

じ
が
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

※おはなし会、将棋サロン、出張図書館などの日程は、市民カレンダーをご確認ください。※イベント情報の詳細は図書館
公式 Facebook ページ、インスタグラムで確認できます。※【費用】の記載がないイベントについては無料です。※図書館内の
展示物は、図書館開館時間内のみ観覧いただけます。

図書館だより 開館時間　９:00～19:00
休館日　火曜日・毎月第 3木曜日

美馬市立図書館 ☎53-9666

企画展「徳島県立文書館に眠る美馬市の古文書」

【場所】 図書館 フリースペース
【期間】 ９月 30日（土）～ 10月 28日（土）

徳島県立文書館・美馬市立図書館【主催】

四国大学文学部書道文化学科学生による
「書道小作品展」
【期間】 ９月28日（木）まで
【場所】 図書館
【作品提供】四国大学文学部書道文化学科

（監修：太田 剛教授）
ＮＰＯ法人小星プロジェクト【協力】

徳島県立文書館が保存する美馬市に関する資料「脇
町出原家文書」、「拝原村三宅家文書」、「口山村緒
方家文書」など、当時の生活がわかる古文書を中
心に展示します。

リサイクル市

【期間】 ９月22日（金）
午前９時～なくなり次第終了

【場所】 図書館
※初日（22日）は午前９時
より館内にて整理券を配布
します。
※冊数制限がありますの
で、あらかじめご了承くだ
さい。

保管期限の過ぎた雑誌を無料で市民の方々に提供します。

楽しく学ぶ！ＭＹ定期講座
「予測できない地震に備える！もしものときのアクションプラン」
地震のメカニズムを学び、地震が発生した際にどの
ように行動すればよいか考えましょう。また、被害
を抑えるための事前準備についても確認します。
【日時】 10 月７日（土）午前 10時 30分～正午
【場所】 図書館 おはなしのハコ
【対象】 一般

先着 10名程度 ※事前申込要（9/16 ～）【定員】

明治安田生命保険相互会社【協力】

明治安田生命保険相互会社 徳島支社
チーフ・コンシェルジュ　新田 さおり氏

【講師】

※10月21日（土）に展示解説を実施予定。事前申込要。
　詳細は広報みま 10月号で掲載します。

※脇町吉田河内屋、洋品雑貨問屋（引札 大黒と布袋）
　三舟家文書、徳島県立文書館所蔵

イラストレーターよねぼー展

【期間】 10月４日（水）～10月16日（月）
（※最終日は午後３時まで）

【場所】 図書館 エントランス・板間のハコ

徳島県在住のイラストレーター・よねぼーさんのイ
ラスト展を開催します。オリジナルのぬり絵や、ま
ちがい探しのコーナーもあります。

＜ワークショップ
　「よねぼーさんと一緒にお絵描きを楽しもう！」＞
【日時】 10 月９日（月・祝）午後１時～午後３時
【場所】 図書館 エントランス

幼児～小学生（※幼児は保護者同伴）【対象】
※事前申込不要。直接会場へお越しください。
　ぬり絵、色えんぴつなどは会場に用意しています。

親子防災ワークショップ
「みんなで防災スイッチオン！」
災害時に役立つパーソナルカードづくりや、防災絵
本の読み聞かせなど、防災について学びます。

ラジオ体験・簡易組み立てトイレの座り比べをします。

【日時】 ９月 30日（土）午後２時～午後４時 30分
【場所】 図書館 おはなしのハコ
【対象】 幼児～一般

先着 20名（親子 10組程度）
※事前申込要（9/9 ～）

【定員】

徳島ママ防災士の会 Switch・美馬市立図書館【主催】

＜体験コーナー＞

【場所】 図書館 エントランス

問 

問 

問 
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